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　2011年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震

（以下、東日本大震災）による津波は、1933年の昭

和三陸地震津波以来、78年ぶりに三陸沿岸に大きな

被害をもたらした。三陸沿岸はしばしば「津波常襲

地」として紹介されるが、115年前にも明治三陸地

震津波（1896年）が発生し、青森・岩手・宮城を中

心にさらに大きな被害がもたらされた。三陸では江

戸時代以前にも津波の記録が残されており、869（貞

観11）年、1611（慶長16）年、1677（延宝５）年、

1793（寛政５）年、1856（安政３）年に大津波があ

ったことが古文書や地質調査などから明らかになっ

ている。これらの津波の度に三陸の沿岸部では、集

落の復旧・復興が繰り返されてきた。

　明治三陸津波以前から、効果的な対策とされてき

たのが住家や集落を付近の高台等へ移す高地移転で

ある。古いものでは岩手県山田町に平安時代の伝承

があり、要約すると、役の行者（役小角）が、陸中

国船越浦に現れて、里人に『この海辺に住んではい

けない。村を高台に建てないと、すぐさま災害に見

舞われる』と戒め、村人もこの戒めを千二百年間守

り続けている、という内容のものが残されている。

　明治三陸津波の被害は、東日本大震災の規模を上

回るもので、唐丹村（現釜石市唐丹町）や田老村（現

宮古市田老）は、地域の住家のほとんどが流出し、

人口の８～９割が犠牲になるなど、「全滅」に近い被

害を受けている。こうした地域では、多くの家系が

途絶える恐れがあったため、被災を免れた住民に加

え、出稼ぎで村を離れていた者の呼び戻しや縁故者

を頼って人を集め、できる限り家を継がせて家系の

復興が行われた。明治の津波後には、防潮堤建設や

集落の高地移転が各地で行われたが、国からの助成

を受けたものはほとんどなく、その土地の村長など

の指導者や有力者の指導で行われたものが多かっ

た。そのため、移転に要する費用も各自の負担やそ

の土地の篤志家からの支援に頼るばかりであった。

　唐丹村の本郷集落では、津波後、早い時期に海岸

から200ｍ程度離れた場所に住民が自力で借り住ま

いの共同長屋が建てられた。その後、本格的な住家

の復興に際して、地区の指導者的立場の古老が、津

波浸水の恐れのない高所の所有地を宅地に提供し、

住民へ集団移転を勧めた。しかし、実際に高地へ移

転したのは、古老の家を含めた５戸のみで、集落は

津波浸水のあった元の屋敷地に再建された。多くの

家が浜に残った理由として、高所へ移転すると生活

用水の不便や集落の中心である浜から離れてしまい

生活が不自由になること、先祖伝来の土地を離れが

たいこと、津波後のイカの豊漁が続いたことなどが、

当時の体験者への聞取り記録から挙げられている。

結局、唐丹村本郷では数年を経て、高地に移転した

５戸も高地での生活や漁業の不便も手伝ってか、元

の屋敷地に再建した集落に合流していった。唐丹村

以外でも高地へ住家を移転する試みが各所で行われ

たが、先に挙げたような理由から、ほとんどの地域

で、時間の経過とともに元の住家があった海浜近く

に戻ってしまい、37年後の昭和三陸津波で多くの集

落が再び被災することとなった。こうした再度の被

災を受けて、昭和三陸津波後には、国・県・村とい

った行政が主導する集落の高地移転施策が行われた

が、昭和三陸津波後の高地移転施策については、ま

た、改めて紹介することとしたい。

　ＮＥＸＣＯ東日本、平泉町で進

める東北自動車道平泉スマートイ

ンターチェンジ（ＩＣ）の整備は、

用排水溝など水路の整備や地盤処

理を内容とする付帯工工事が進

み、これから本体工事が本格化し

ていく。本体工事では、カルバー

トボックスを構築する関係で高速

道を迂回させる必要があり、迂回

路の整備から実施する。カルバー

トボックスを構築後、迂回路を解

体し、本体土工を進めていく。施

設設備工事なども合わせて進め、

21年３月の供用を目指す。

　平泉スマートＩＣは、平泉前沢

ＩＣと一関ＩＣ間に設ける計画

で、町道祇園線と接続させる。一

関ＩＣから約4.4㌔北方、平泉前

沢ＩＣから約7.1㌔南方に設置す

る。

　接続構造は、本線直結型のシン

グルトランペット。一旦停止型フ

ルインター形式で24時間利用可と

なるもので、総事業費に現段階で

約35.6億円を想定。ＥＴＣ車載器

を搭載した全車種が利用でき、計

画交通量が１日当たり1110台とな

っている。

　14年８月に国から連結許可・事

業認可となり、自動車道から料金

所までをＮＥＸＣＯ、料金所から

接続町道までが平泉町の事業区分

となっているが、平泉町がＮＥＸ

ＣＯへ負担金を出し、実質はＮＥ

ＸＣＯが主体となって推進。町で

は、用地買収の際の補助を行う形

で事業展開を図っている。

　15年度に路線測量や細部測量、

地質調査、詳細設計などを実施。

16年度には、幅杭測量や幅杭設置

を行った後、用地契約に入った。

　17年度から先行工事として、付

帯工工事を開始した。今春からの

農作業に備えての送電線移設や水

路付け替え、迂回路の整備に向け

た下地工事などを内容とするもの

で、平野組が施工を担当している。

　本体工事については、加藤建設

（愛知県蟹江町）が担当。迂回道

路の造成、ＩＣ造成の盛土工事や

構造物などの施工を行う。事業量

は、切盛土量が約19万立方㍍、本

線から料金所までが直線距離にし

て約270㍍、料金所から祇園線ま

でが約150㍍、ともに幅員が７㍍

となっている。

　構造物は、カルバートボックス

４基、パイプカルバート（用排水

路）６基を設ける。パイプカルバ

ートに関しては、φ1.5㍍を１基、

φ1.0㍍を４基、φ0.6㍍を１基の

内訳となる。

　カルバートボックスは、町道の

機能確保３基、ＩＣランプ１基の

内訳。それぞれ町道祇園線が延長

39.640㍍、幅員10.0㍍、高さ5.5㍍、

町道佐野原祇園線は延長18.020

㍍、幅員9.5㍍、高さ5.3㍍、町道

祇園２号線で延長11.300㍍、幅員

5.0㍍、高さ3.9㍍、Ｅランプ部が

延長31.840㍍、幅員6.0㍍×２連、

高さ5.8㍍となっている。

　このうち、町道祇園線のカルバ

ートボックスは、既存（延長26.6

40㍍、幅員6.0㍍、高さ5.0㍍）を

再構築するもの。町道の改良が実

施されることから、拡幅計画に合

わせた形に造り直す。

　祇園線とランプ部のカルバート

ボックスは、高速道路を横断する

ものとして設置することから、高

速道路を一端迂回させる必要があ

る。そのため迂回路の整備を最初

に行い、交通の流れを迂回路に移

したのち、本

線部のカルバ

ートボックス

を構築する。

　構築後に、

高速道を基の

形状に戻し迂

回路を撤去。

迂回路は、そ

のまま高速道

として利用も

可能な程度の

仕様となって

おり、迂回路

の盛土に利用した土を再利用する

形でＩＣの形状を仕上げていく。

　工事としては今後、舗装工事や

施設設備工事の発注を予定。本体

工事の進捗を見ながら発注時期を

見定めることとしており、施工に

向けた設計は今年度内の外部委託

を見込んでいる。

　舗装工事は１件を発注する見通

し。施設設備は、ＥＴＣ設備や道

路照明、管理施設（建屋）といっ

た内容となるもので、複数にわけ

ての発注が計画されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　葛巻町は町道茶屋場田子線の改

良を進めている。18年度は、引き

続き拡幅改良を推進するほか、路

盤工なども計画。19年度内の完成

を目指し、事業が進められている。

　事業区間は、茶屋場の交差点か

ら同町役場裏付近までの1810㍍。

幅員は、車道部が6.5㍍で、川側

に1.5㍍の歩行空間を設ける。12

年度に事業着手し、13年度に着工

した。

　同事業では現在、17年度からの

繰り越しで、ＪＡ新いわて葛巻中

央支所付近から大橋までの区間と

大橋から葛巻小付近までの区間で

拡幅改良工事を実施中。18年度は、

残りの葛巻小付近から役場裏付近

までの拡幅改良や事業区間全線で

の路盤工などに取り組む予定とし

ている。18年度の当初予算には、

物件移転補償費なども含め４億60

0万円を計上している。

　同路線は、中心市街地の有事に

よる通行制限時にはう回路機能を

可能とする路線だが、事業区間内

は幅員が狭小。茶屋場から大橋間

では、幅員が３㍍となっている。

既存の町道茶屋場田子線

　奥州市は、前沢の市道野中前新

山線での歩道設置について今年度

から工事を開始したいとしてい

る。同路線は通学路などとして利

用されているが、歩道が設置され

ていない区間があることから、事

業を実施する。今年度の施工延長

は200㍍程度を見込んでいる。

　野中前新山線については、沿線

のほ場で農地整備事業が実施され

たことに伴い、創設換地により用

地を確保して道路改良が実施され

た経緯がある。それまでの路線が

狭あいで線形も良くなかったこと

から、09～13年度で事業を展開し、

片側歩道の全幅10.5㍍の道路が整

備された。

　ただ、一部区間には歩道が設置

されていない。県道前沢東山線と

の接続部からの400㍍区間に歩道

設置がない一方、前沢東山線では、

県で歩道設置事業を実施。

　野中前新山線の沿線には、前沢

北幼稚園が立地する。路線が前沢

中生徒の通学路にもなっているこ

となどから、400㍍区間に歩道を

設置することとした。

　400㍍区間は歩道がないもの

の、車道部分の幅員は改良済み区

間とほぼ同等なことから、今回の

事業では歩道設置のみを施す。改

良済み区間と同様の西側に3.0㍍

の幅員の歩道を設置する構えだ。

概算で事業費に8000万円ほどを見

込んでいる。

　歩道の用地に関しては、事業区

間の半分程度が創設換地により確

保済みだが、残りの半分では用地

買収。用地買収は前年度で完了と

なり、今年度から工事を開始する。

　施工は、18、19年度の２カ年で

進めて完了させたいとしている。

今年度は、区間の北側で施工を実

施したい考えだ。

　なお、路線は水沢競馬場へアク

セスする路線でもあり、国道４号

の迂回的な利用もされている。交

通量が多く、地元からは今回の整

備区間以北、水沢との境となる県

道田原折居線との交差部までの区

間についても、歩道のない個所へ

の歩道設置を求められている。

　今回の400㍍も含めて全体で240

0㍍区間の歩道設置を、市では構

想。（2400㍍区間の総事業費は約５

億円）。残りの2000㍍については、

400㍍区間の施工が完了した後、

分割で事業化させて、施工を展開

していきたいとしている。加えて、

田原折居線から北側については、

瀬台野高根線の名称となってお

り、瀬台野高根線でも歩道設置が

計画されている。

歩道設置を計画する野中前新山線

本体工事が本格化する平泉スマートＩＣ


